HITACHI 

Inspire the IMext 


曰立匠理团ジャー炊飯器 I 家庭用 I 

取扱説贈 

型式 RZ - FV 100 J (1.0 L タイプ） 

型式 RZ - FV 180 J (1.8L タイプ） 


〈保1正書付を〉保証書は裏表紙に付いています。 

このたびは曰立国豆白]ジャー炊飯器をお買い上げいただき、まことにあ 
りびとうございまず。ご使用になる前にこの取扱説明書をお読みになり、 
正しくお使いください。 

お読みになつたあとは、別冊のに OOKING BOOK 」 （クッキングブック） 
とともに大切に保巧し、ぷ要なときにお読みください。 

保証書はおず「お買い上げ曰•販売店ち」などの記入をご確認ください。 








この 届力 IHI ジヤー巧巧器の特長 



圧力蒸気極上炊き 

♦最大1 .5 気圧の圧力で水と熱(沸騰温度約112°〇 
をお米のおまですばやく浸透させ、甘みと粘り 
を引出します。 

♦加熱と圧力の変化により、圧力蒸気ユニット（水夕 
ンク）から発生する圧力蒸気(最高14 □での蒸気) 
で蒸日し、ごはんの甘みを引き出します。 



スチーム保温 

圧力蒸気 ユニッ ト（水タンク）で、 
抑えて保温します。 


適度に加湿し乾燥を 



スチーム再加熱 

圧力蒸気 ユニッ ト（水タンク）で、 
なび日保温のごはんを温めます。 


ごはんに潤いを与え 


圧力対流ゴールド炭入り蓋 

フッ素被膜に入れた、熱伝導の良い r 金」と、底部 
に設けた対流溝で細かな泡を大さく巧流させ炊さ 
むらをおさえて炊き上げる内びまです。 

全周大乂力5段 I H & 

上下切替式ワイドインバーター 

内びま底面か日側面まで配置した4 つの I H (合計 
1400 W ) と、側面上部 I H (800 W ) を2 つの イン 
バーターで切り替えなびら、ごはんを包み込むよ 
うに加熱、ワイドインバーターび弱火か日強火ま 
で上手に火加減します。 


圧力と蒸気を使い分け、炊きかた 
いろいろ 

♦お米の銘柄-お好みに合わせて炊さかたび運べます。 
♦硬さの違ラ様々な雑穀をプレンドした五穀米ち、お好 
みの硬さに炊さ分けます。 

♦玄米や玄米びゆ、雑炊などヘルシーなメニューち炊け 
まず。 

♦圧力煮込みやケーキなど炊飯じ(外のノ（ラエティーな調 
理び楽しめます。 

新米炊きわけ 

♦水分の多い新米は圧力を調整してベたつさを抑えて 
おいしく炊さ上げます。 

新米：この製品では収穫された年内に精米され、精米後 
約4か月間を目安にしています。 


r 圧力が飯 J 方式だから 



♦蒸気を閉じ込めて、圧力をかけ、 
ふつくらと'巧をますので、圧力 
を抜くときに勢いよく蒸気び出 
ます。炊飯-調理中は蒸気□に 
手や顔を近づけないでください。 
♦壁や家具に蒸気が当たらないよ 
ラに設置してください。 


♦水位目盛よりをめに水加減す 
ると、圧力を抜くときに、吹 
をこぼれる場合びあります。 
水位目盛を守ってください。 


♦の飯-調理中にふたを開けないで 
ください。 （やけどの恐れ） 
♦ふたび開くのにかし時間びかかる 
ことがあります。 

♦ふたを閉めるのに重く感じること 
があります。ゆっくりカチッと音 
びするまで確実に閉めてください。 


圧力がまと同じ PS マークと SG マークを取得しています。 



PS マーク 

経済産業省び定めた圧力びまの 
安全基準に適合していることを 

术しか9 〇 



SG マーク 

製品を全協会び定めた圧力びまの基準に適合した 
ことを示し、万一の製品の欠陥による人身事故の 
危;害防止とその救済の補償をする表示マークです。 
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ち部のなまえ 



庙も2置巧） 















議 


回は説明のためにをての 
表示びな打した巧巧です 



IS 羣縱 


切ボタン 

巧温爱巧ポタン' 

(巧面ランプ） 

巧通するとさ.またな 
な活中に巧活3-スの 
里巧をします。 f^P.23| 

極上ポタン - 

おホの度巧か t わけや. 

五 RX のの e 行けを g 巧します, 
|-»P.l ん15、18.1 引 


巧さかたや J [ラエテイー围巧 
み:どコースを适巧します。 

I 与 P.14、 15,20•'巧〕 


圧力巧気ランプ 


巧飯厢加叙)ポタン 

(巧巧ランプ） 

時刻台わはポタン 

現な時巧-その時到- 3し時間 
をセツ S します。 


巧由ボタンに「(: 
Iつけて目のす白 [ 


こ ro」. 切ボタンに [OJ の凸 S を 
Iつけて目のす白由な方に民«して友0まず。 


部品のはずしかた取り付けかた 




■助 D 巧けかた 
A マークを合杞せて 
含し込み.て!チッと 
止まるまでちに回す。 



■はずしかた 

水タンクをちに回して手前に引く。 

(巧寿が入っているのでちめてか6はずず） 




■巧り巧けかた 

かブンクの r ウエ A」 マークを&た 
加苗巧の▼に合わせIカチッといラ 
までちに回す。 

(逆さに付けると水びこほ n ます） I 












































まを上のご注意（必ずお守りくだをい) 


•ここに表した注意事項は、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止するためのちのでず。 
♦いずれちを全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。 

公と卜死 t または重傷を負ラことび A 傷害または物的損害び、 

"S a 想定される内容です。 /: 想定される内容です。 


■お守りしすこだく内容の種類をし U 下の絵表示で表しています。 


〇 禁止 

してはいけない 
「禁止」内容です。 


〇指示 

必ず実行してし、ただく 
「強制」内容でず。 


A 注意 

ま意をラながす内容です。 


A 警告 


感電•シヨート•発义 • 义災を防ぐために 


〇 


>定格1已 A じ(上交流1 00 V のコンセントを単独で使用する 


•プラグはコンセントの奥までしっかり差し込む 


•プラグの刃や刃の取り付け部分にほこりび付着している場合はよく拭く 



Q 


•コードやプラグが傷んでいたり、コンセントの差し込みがゆるいときは使用しない 
•めれた手でプラグの巧き差しはしない 

•コードを傷つけたり、加工したり、無理に巧げたり、弓 I 張ったり、ねじったり、 
たばねたり、高温部に近づけたり、重いものをのせたり、はさみこんだりしない 

•水につけたり、水をかけたりしない 


•改造はしない。修理技術者じ I 外の人は、分解したり、修理をしない 


•吸気□•排気□やすき間にピンや針金などの金属物等、異物を入れない 


•子供だけで使わせたり、乳幼巧の手の届く所で使わない 

吸気 □ 


排気口 



6、 

















このが館器は一般家庭用でず。業務用にはお使いにな5ないでぐださい。 


A 警告 


やけどを巧ぐために 


巧が-調理中は圧力がかかるため巧巧いを整るとを険です 


〇 


»快飯-調理の前にふた加巧巧をがして調圧弁と 
巧を弁にごはんなどの異物びついていないこと 
を唐語する 



触# 

075*1 目:3ま D していないか 
0ボールげ動<か 


〇目づま〇してレないか 


0 


高温の蒸気び費いよ < おてやけどの恐れ 巧が 

♦蚕気□に手や巧を巧づけない 

巧館-調理中は高通の票寅力觸いよくホまず。铅こ乳な呀こごりらせない 
よラにを音してください 

♦巧:巧•調理中はふたを閱けにり、本体を巧！5しにり、持ち産びしたりしない 



G 



食巧がとび化した日、湯びふき出した日、ま热ふたが開 U てやけどの巧れ 

■ふたは前方の中典部を巧して r でチッ J と音びずるまで 
確実に閉める 

♦フック却に米粒などびつまつにとをは， 


>巧巧説明書-料理集に記載の‘巧飯および調涅メニューじかの用をには巧わない 
巧に巧のような輯理には植わない 

0ね D もの（はんぺんなど）や豆巧などの加巧申にごベらむお!巧 
〇急恐にあわの出る r 重そ 5 J などを使5料理 
0 を S の油を入れる料理 

or カレ ー J や r シチュ ー J のルーなど、のりがになる料巧 
0ジでムなどのおわ立つ料理 

>青巧など巧巧巧のものび巧きやすい具巧や、 

クッキングシートなどの是し夏を入れた料理はしない 
( t 草びゆなど胃なを入打るときは 
最巧から入れず.ゆでた青菜を巧 （1.0 L タイプの巧含） 

きあびつたをで入 n てくだごい。） 


この篇 iU 上にザをい〇ない 


♦巧がまの3分の2(巧びまの 
「ここまで」の涼）じし h に水を 
入れなし、 



■ご 使用の前に 















まを上のご注意（必ずお守りくだをい）つづを 


A 注意 


やけどを防ぐために 

〇 

•お手入れは本体が冷めてか5行う 

•ふた加熱板•圧力蒸気ユこット（水タンク） 

は冷めてか5はずす 

(水タンクの中の熱湯びこぼれる恐れ） 
•ふたを完全に開けてからごはんをよそう 
(ふたから熱いしずくび垂れる恐れ） 

接軸禁止 

参使用中や使用直後は、内がま、ふた加 
熱板や蒸気□キャップなどの高温部に 
触れない 

G 

♦本体を持ち運ぶときはフックボタンに触 
れない （ふたび開 <恐れ） 

•炊飯中は八ンドルを立てない 

(八ンドルび蒸気で高温になる恐れ） 

事®をさけるために 

〇 

•専用の内がまじ1外は使用しない 

(過熱-異常動作の原因） 


•む臓用のぺースメーカーをご使用の場 
合は、本製品の使用にあたって、医師 
とよくご相談ください （本製品の動作 
び ペー スメーカーに 影響を与えること 
びあるため） 

Q 

•本体内側に金属性のル物やアルミ迫な 
どが入ったまま使わない 

(異常過熱•火災の原因） 


•磁気に弱いものを近づけない 

(キャッシュカード-自動改ホし用定期券 
など磁気の記憶び消える恐れ） 

V 

J 


こんなところで巧わない 

Q 

•水のかかるところや、乂気の近く 

(感電-漏電-火災の原因） 


•不安定な場所や熱に弱い敷物の上 

(けび-火災の原因） 


•吸気□‘排気□をふさぐよラな敷物の 
上、アル S おの上 

(異常過熱-やけどの原因） 


•壁や家具の近くまた、キッチン用収納 
棚を使うときは中に蒸気びこもらない 
よラにする 

(結露で壁や家具の変色-変形の原因） 


•ふたが完全に開かない場所 

(ふた加熱板に触れたり、熱いしずくび 
垂れてやけどの原因） 

プラグの取り扱い 

〇 

♦使用時じ(外はプラグをコンセントから抜く 

(絶縁劣化による感電-漏電による义災 • 
やけど-けびの原因） 


•プラグを抜くときや、卷き取るときは 
コードを持たずに必ずプラグを持つ 

(けび-乂災の原因） 


























■ 


_ の炊飯器は一般家庭用です。業務用にはお使いにな5ないでくださし、。 


お願い 


巧障や誤動作を防ぐために 


•空炊さはしない（過熱の原因） 

♦異物がついたまま使わない特に下図の部分はきれいにする 

(故障やラま < 炊けない原因） 

内びまのツバ部や 
底の部分 I 




温度センサー 


内がまのツバ部び 
あたる部分 


•内がまを、直火にかけたり電子レンジで加熱したり、電磁調理器などに使用しない 

(変形したり、フッ素被膜び剥びれる原因） 

•ふきん • タオルなどで、ふたを覆った状態で使わない 

(変色-変形-故障の原因） 


•テレビ•ラジオ•インターホン•コードレス電話の近くで使わない 

(雑音や画面のちらつきの原因） 


♦本体を落としたり、破損したときは使用を中止し、お買い上げの販売店に修理•点検を依頼して 
<ださい 


ご使用の前に 
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現在時刻の合わせかた 

時計はプラグを抜いても動作、表ちします。 

室温により1ヶ月に約2分程ずれることびありまず。ずれているとをは，似下の手順で現在時刻に合わせてください。 


例）現在20:30で、表示び19:27のとを 

0 プラグを差 L / 込む 

度)ま付ま包)剧き刻表示が 

点滅ずるまで押す。（巧 0 . 5 秒‘間) 

@および@で時刻在 
合わせる。 

© 時刻を合わせた後、 

5 秒間待つ 




沿？つ 


参巧飯中，保通中.予約中は時刻さわせが 
でさません。 


夕额 


•ボタンを押し続けると，早をりになります。^ 
>時許は24時間表示です。夜中の12時は0:00に. 
畳の12時は12:00に合わはてください。 


? 口ぶ 

•• -'岡 


♦点滅び点巧に変わったら、時刻合わせ完了。 


I 爾 


0：30 


時刻合わせの r 早送 D 傑能 J 停止について 


現在時刻や予約時刻合わせは、早送 D しない操作方法に切 D 替えることができます。 

お年客りや目の不自由な方び使いやすい機能です。巧びまをセットした状態で切 D 替え操作をしてくださし、。 


早巧り停止方ま（元に房ず時を同じ方ま) 


A プラグを 

W 差し込む 

@ 難)を巧ず 

♦ピッと鳴って巧湿に 
なる 

@ @を已抄間 

♦ブヴーび短<8回鳴る 
参元に戻す時はブヴーび 

巧し続ける 

短<1回鳴る 

0 霞} を押ず 

♦あし宿でピッと鳴って 
保温び巧れる 


♦「早送り淳止」に切 D 曽えると、各種設定びな下の巧 
巧が態に房 D ます。 

巧をかた/白ホ(極上),留康メニ;!一/巧を込み、予巧1/6:0日、 
予約2/1 8:00. 覆し/30分、/ f ラエテイー調理/ 1 0分 


早送0停止中での視在時刻のさわせかた 


〇 乃グを差し込む 

@ 度) または 度) を 

己秒間押し続ける 

参ピッと鳴って 
「時刻合わせ」の 
設定になる 

@ @ または @ で 
時刻を合わせる 

•ボタンを押し 
続けてを早ち日 
しません 

0 @を if し、赋 ！1 
合わせを終了ずる 

♦ピッと鳴って 
時刻合わせび 
完了 


♦時刻合〇は中に> な温還巧ポタンを日.已砂間巧すと、 
プヴーびピピッと鳴って.12:00 (正午）になります。 
•予約時刻-浸し時間ををえるとをに右早送りしません。 
(そ： n 说がは、 け P .1 巨、17」の操作ちをと同じでず。） 


メ□ディー音の切り替えかた 

•欣飯開始と炊さ上が D をメロディーでお知6せします。 

♦次の方までメ□ディー(標準)とメ□ディー他音)恩びブザーを切 D 替えられます。（工場出荷時はメ□ディー(標準)です。） 

〇 透)を巧ず @ 角を 5 秒間み馬 St 識 @@ を押す 
巧し続ける X _ 去 ィ、- 器 置に 

K ✓り&曰） 切 D 替そ壳了 
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おいしく巧 < ポイント 


準備する 



お米を正しく計る 

•おず白米.お洗米の種類に合った付属の 
計 ま カップで計ってください。 

計霊米びつは、付属の計至カッフの里と 
異なる場合があ D ます。 

手早く研ぎ、よ<洗ラ 

♦お米は最初の水をいち早く吸収しまず。ヌカの臭いび巧かないよラ是巧のかは手早く捨てまず。 
♦研いだ後は、水がきれいになるまでよく洗いましよう。 

•巧な米は一度かを混ぜ、お米と水を却袋ませてください。にごる場さはずすいでください。 
(にごりは、うまく巧けない原因になることびあります。） 

正しく水加減ずる 

♦おホの種類、カッブ敦に合った水位線で水加おをして<ださい。 

♦平5なところで水加巧をしてください。 

(ちちにちる白米の水位線の両測を見て 
水平をお記してください。 



白米 


i^a 

_5占 _。 

置 乃 

—5 — 
-4- 

: 君。 叫 

-3- 

-り 3- 

-2- 

- H 卜 

-1- 

- 1コ1」 


お米の種漂 

用いる水巧目盛 

新ホ 

白米(龍ホ)硬 

軟質米 

白米(おなホ)&つラ 

届質ホ 

せき来 
ホ朱- 

白朱(無洗ホ)敦 

長粒種 

(輸入米） 


お ミ 先米 

白 ホ(無巧ホ)面つラ 


\ この線む上に水を入れない 

水タンクに水を入れ、ふた加熱ホ反に取り付ける 

※水を入れなくてを(かタンクを付けなくてち)巧飯•保温できまず。（圧力票気にぶる高涵累5し- 
加湿効果び得られなくな D ます。） 


水タンク巧の水の 
消費量について 


水タンクの水1 mL げ裹発すると巧1已 DDmL の窓気にな D ます。蒸5し中に調圧弁を閱じ靈急を 
巧じ込めていまずので、巧びまの中には十巧な蛋の爱気が巧雨していまず。一回の炊飯と巧温 
附12時亂に化要な水の目まは、合々巧 1m し巧 3mL です。 


巧をかたを 
セットして 
スタート 


お米とお好みに合わだた巧きかたを選ぶ 

•お米の種類-銘柄-お巧みに合わせて、コースの中からの炊まかたを選んでください。 
(白米’巧洗米政かの炊飯 I づ • P. 1 8-211) 


■新米は新米モードに切り替えてください。(切り皆えかた |4~p.i5b 

>すぐに炊いても自動的に浸しを行いますが、よりふつく 5 炊くには r 浸しげ飯」 I 与 P .17 I 稱能 
をお法いになることをおずずめします。 


巧を上がつ 
た5ほぐず 


•底のちか5、ごはんをつぶさないように.大きく掘り捏こすよ5にほぐします。 
ほぐさないとを分な蒸気び逃げず、ごはんがベタついた D、 固まったりします。 


おいし<保温ずるポイント 


•水タンクを使巧してください。 
•ごはんの里が少な<なって 
きにら 、なるべく内びまの 
中巧に盛るよラにしてくだ 
さい。（乾燥やべちゃつをを 
防ざます。） 


巧の巧活はやめましよ 


♦12 時間 L ツ上の標華の保温、24時間し U 上の 
おさえめ保混。 

♦冷めたごはんの湿め直しやごはんのつぎたし。 
•しゃをじを入れたままの保温。 

•白ボなか（のき込み、おこ。、発す玄米、玄米、 
おかゆ、雑のなど）のなミ豆。 

♦お米をよ < 研びないで炊いたごはんのな温。 


•白ボで12時園を超をる保温や、 
白米むかのごはんは、ラップに 
包んでを凍雇になをし、電子レ 
ンジで溫め直すとおいし<食べ 
られます。 

•保湿中をときどきほぐすことが 
おいしさを保つコッでず。 


_ご巧用の前に 
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巧巧の準備 


柄）眉巧で3カツブのおち巧くと走 


〇 付属の計量カップで 
お米をはかる 

@ お米を硏ぐ 


@ 炊さかたに合った 
W 水位目盛で水加減をする 



Q 巧がまを本体にセットする 


@ 水タンクに水を入れ、 

W ふた加熱板に取り付ける 

•がタンクを巧行ないで巧田するち合や,屋時巧 
法巧しない坦合は.水タンクをふに加巧巧び5 
巧してください。 

ザ巧ぴ巧っていると,&た迎热侦に苗【サビ)び 
_结ちすることびあ D ます。_ 




水タンクに,巧属の庄力を荒ユニット用 
な B カッブ 1 巧が) lOmU の水を入 0 . 
ふた触施にお。けけミす，的.5、り I 


紙,ぷ j 


@ ふたを閉める 


み プラグを差し込む 



ごはんの巧をかたを選ぶ 



ずぐに枚<場合 

モ約して炊 < 場を 

浸してか己'快く場合 

ム 

ム 

ん 

I ^ P . 14 、 1 已 I 

I ^ P .16 1 

1 ^ P .17 1 
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♦白米巧お里カッブすりを D 1巧 
び約 IBOmL (約1を)です. 




■十3に巧い巧してくだでい。（おこけび化巧た0,ヌカ呈<なる原因} 
♦巧なて器などを巧 ft ないで<ださい。【フッ索巧*!びはびれる原因） 


___ J 巧なホ用計■刀ッフでお iR を ft る 。 I 
~ す口き D 1 巧が巧17日 mL (巧1さ） 

ぶず.水ないをして垣占、 S なさ a ぜ. 
一***^^ I ち米とボをなじませる。 

I にごるちきは，ずずぐ。 


Ad … 

•おホは平らに g： 己し,がザなところで水加巧して < ださし、 
♦お易は巧わないで<ださい。（ベちやつさの厉国） 


■ん;1の 

♦巧ぴまのま OD, E の水巧をふさ巧って<ださい。 


■水タンクに水を入打てな<ことをおすすめするのは， 

白米’巧な W および五苗 W のな巧1~3•ふつラ.巧厘.および発穿玄 W と玄ホです。 
•水タンクを付けな<てらが巧- SiS はでさます， 

【圧力*责による S 活巧5し姐迅巧まが巧られな < なります。） 




A 警告 


♦巧な□キャップ巧必ずつけて 
<だない。 

(&S こぼ打やI巧京がちいぶ <おて 
やけどの苗!れ> I 

•巧宙の前にフイルターを巧り 
つけてくた S し、。 

また、フィルター-巧圧弁- 
岩を井にごはんなどの S 巧が 
付し ■> てし1な U 
ことを巧語してください。 

(まびふきおしたり巧なふたぴ開 
いでやけどの面れ） 


•密 M ちの育い圧力をのため,ふたを閉めるのに*<巧じることかあ0まず。 
r カチッ J と旨びするまでIゆコく D と话実に閉めて < ださい。（ふた処拓巧を 
つけないと庙たが巧まりまだん。） 




いろいろなごはんを快<場合 

ム 


水タンクを巧5メニュー 

•白ホ..'‘巧洗米のな巧1 ’2-3 
•五穀おの乾巧1•乙 -3 
♦ふつう’快運 
参誇ずをがぶ米 



■フックポタンを巧しなび S ふた 
ぞ田めないでぐださい。 

雌実に巧まらないをれ） 
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ごはんを巧 < 


極」！（白米/無洗米のお柄1 • 2 • 3) 


A 警告 


圧力な§6中はふたを曲けなぃで < ださし、 

圧力がかびコているため*理に垃けるのは盾巧です。 

やむを a ず巧けると S は切ボタンを押しで巧 tt 巧中止し， 
圧力が巧けるのを待つてか5冉けて<だでい。 

参おち□びら巧気が篇いよ < 出ますのでま忌しで < だ 
さい。 

•を巧び出 w いこと巧確認し.ふたを開いて<ださい。 
♦巧巧を抗ける a さは巧きかた’ メニューを拒設し.饮店 
ポタンを巧してください，巧西を中化した巧居によつ 
ては5まくなさ上が6ないことびあ D ます。 



巧さかたの特長 


なちけた 

水のク 

圧力 

巧をかたの巧長 

ごま g 

© 

白米 

mm 

な巧1 

〇 

1.5 

1.0 

圧力をかけてかくと，口ぱ D び出すだる 
おホを.ねげ0をおごえて巧さまず。 

な巧明.こしひか D ’ささにし击. =J1^ 
クイーンなど 

•佳上を巧1•吕‘3は時囲をかけて.お米の 
台みを引を出す巧5かたです。 

班巧と.お巧みで3んで < だごい. 

•同じな巧でも度せや季節などによってせ 
苗び男な0ます。 

左のお巧は测としで.お巧みにさ打ない 
項宜は巧のお巧をおなし < だごい。 

•無な W は巧洗ホ巧の Its 力’ッフでおホを 
おり.白米 (SR 洗がの水位目盛で水加な 
してください，巧巧米のお巧1•吕‘3び6 
度んで < ださし k 

♦巧ザは r 度 J の水位目唐で水拍巧し,新米 
E- ドの r 巧ホ」をまんで < だ古い。水か 
のをい巧ザのぺたつ奇をおごをて巧を 
ちけまず， 

白米 

巧巧2 

〇 

1.5 

1.2 

得革的なおおを.直度な扫ば〇を出すよ 

3にかさます。 

な巧例：お S にこまち' はえめさなど 

白ホ 

瓶微 

巧巧3 

〇 

1.3 

1.2 

口は0びみなの《おおを，枯ば〇を出す 
よ5になをます。 

な巧例：さ5ら397 • ほしの巧めなど 

© 

ふつう 

〇 

1.5 

巧ま0時間をかけずに巧く，ぶつラの W 
をけたです。 

•新米は「硬 J の水の曰南で水加巧し. 
巧が亡一が3巧が J を涅んでくださし、 
水せの多い巧ホのべたっ^をおさえて 
巧き巧げまず。 

№1 

0 

1.5 

是いでいるとさの巧定ぴたです。 

時巧を短<ずるにめ.ごはんびかし®め 
になったり.さ故 ft 巧ちることが友0ます。 

お届さでないち芭は隹上- A つ5のか 
かたをおすすめします。 


巧飯容量と巧をあがるまでの時間の目ま 


»S 圧100 V •室お20で • 水溫18で’水扣巧はふつラの水な揉のお合 
*0*# 田Iん軍圧-室活’水涅’水 ffl 巧’おホの宙房などによ D 空わ D ます C 


かきかた 

白ホ.I巧巧1 


白於巧ホ米 I 巧巧2 
白ホ.巧な W I 巧巧3 


1.0L タイプ 
I ~5.5力 


1~己.已力 
1'•瓦5力 
1 ~5.5力 _ 
1-5.5 カッフ 


1.8L タイプ 

~10カツブ 


'-10 カップ 
~10カップ 
—10 カップ 


1~10カップ (sm なパな) 


巧な時巧の目ち 
60分- "SOW 


SO 巧〜010が 
BW-ll 的 
40か~6日分 


■巧®の巧巧ホ用 
計量カップを巧い. 
巧巧ホ 「已ホ J (お巧ボ） 

の水の巨岳で水の 
活して < だでい。 


を新ザモード虽巧時を： W 巧 
時固は.ほぼ同じです。 
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ふつう/快速 


〇 


(^•9 または咬-3を巧し、 
希望の炊きかたを点滅 
させる 

還択でをる巧をかた 


「極上」で逞択する 
炊きかた 


極上 



白米 

銘柄1 
銘柄2 
銘柄3 

無洗米 

銘柄1 
銘柄2 
銘柄3 


「コース」で選択する 
巧さかた 


ふつラ 
快速 


參が甲ず 


新米へのの0替えかた 


炊飯開始をに恢飯ボタンを押ずと I 新米 I 
に切り替わりまず。 

励 1 . 01 . 21 . 31.5 ai± 


励 

幽 


& 口通^ 

112 


防*»をし齡卵発苗 I ひな-* 


ちう一度巧ずと I 新米が解除されまず。 


(炊飯開始か S 吕〇秒経つと受付けません） 
fwl は次に巧くときも記憶してしほず。 


炊き上がるとメロディ（ブザー)が鳴り 
保温になります。 （保温ランプび点灯します。） 




炊き上がった5 
ごはんをほぐす 


〇水タンクを付けなくても保温はでさまず。 

(加湿効まび得られなくなります。） 

〇長時間の保温はしないでください。 

においや変色の原因になりまず。 

標準保温のとさ . 1吕時間まで 

おさえめ保温のとさ…吕 4 時間まで 

〇保温中は、ふたの内側 • ふた/(ッキン•内がま 
につゆびつきまずび、ごはんの乾燥を防ぐた 
めで故障ではありません。 


■プラグを差し込むと、現在選巧され 
てし、る炊きかたの設定を表示します。 


参上)または^-:^を巧して、炊さ 

かたを選択してください。 

巧すごとに切り曾ねります。 

参 炊さかたは一度設定すると、次回を 
その設定を記憶しています。 (庶威 

次回は「極上」の記憶している炊さ 
かたに戻ります。 



< ri.riri 

岡 

1 UUU 

理3 

HI 


例）[極上]担を!び還 
おされている場合 



おおよその炊飯時間 
と圧力を表おします。 


♦「炊き上びるまでの時間の目ま」は中量を炊いた時の目安です。 
♦圧力は炊飯中に一番高くなるとさのおおよその値です。 


点なし、メ □ディー(ブザー）が鳴って、炊飯び 
はじまりまず。 



約3秒回転表示 例）残時間巨□分の場合 

♦表示部に炊さ上びりまでの残時間を、分単位で表おします。 
いつちの巧飯量や温度で計算した目まの時間です。 

炊さ上びりまでの残時間表示 

. 本体び温かい場合などは、残時間表おび出ない場合び 
あります。（現在時刻の表示になります。）炊飯ランプ 
び点打していれば巧飯中です。 

-巧飯の途中で、残時間表示が一度に進んだり、止まることがあ 
りますび、おいしく巧くためで故障ではありません。 




保温 

圆 

tjh 

邸 

ill 


♦保温中は定期的にふたの加熱び強<な 
り、水タンクから蒸気を出してごはん 
に5るおいをあた无ます。 

参保温の設定の切り替えは、 I ^ P .23 I 
を参照してくださし、。 

♦表示部に保温経過時間を0 h 〜24 h まで1時間単位で表示します。 
に已時間!;になると現在時刻の表示になります。） 

• ほぐさないとを分な蒸気を吸ってベタついたり固まる 
ことびありまず。 

•炊を上がったごはんの中央部び、ややくぼんだり、内 
びまに触れてし巧部分がやわ S かくなることびありまず。 
これは I IHl 加熱の特徴で、内びま自体び発熱し、ごはん 
をつつみ込んでげを上げるためでず。 


保温をやめるときは切 j を巧し、プラグを巧く。 


ごはんの炊さかた 
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モ約巧旗する 


食べたい時刻におき上げるとさ（予約巧飯) 


ホ約^ I はお好みによ o rwn と ！ホ巧2 1の呂 ao せッ 



の表示にか CD ます. 


♦巧きかた設定 f ^ P .14.1 Sl またはな巧 y ニコー設定 
I ぞ巧结して <ださい。 


@ 冷倫を巧して 
心心げき上びり 
時刻をセツトする 



ま1枯巧まむで. 

ホ10せ単をでををます， 


髮 


_ps 1.012 01 , 5 巧 

^飞辭 1 


•巧し原けると，早る0になります。 

書一居 e ツトしたモ扣時巧は.空是ずるまで紀巧しています。 


@@ を押し、 受) 


ランプを点灯さだる 

フヴーが巧3てたット完了 


け巧（再卵麻）ボタン S 巧さないとモ的巧 B 
のセットは巧了しません。 

G ット»2功巧にち 3- Stt 由〔再加な） 
术タンを拍すと巧ホに切芭そ麻筋できます， 


•で約の巧0消しは 
しで < ださい， 


© 


柳 


• I 村！]£に をットずるとさを • 
同じ涅煩で巧います。 



■ I 夕巧1 irit 巧21 にかソトし t お巧 I は.巧重しない® D , 


なちしています， 

♦巧回からはで I サ61 I か （去 1 を涅口を 


巧ずだ I ででセツトで S ます。 


«予巧の拓の場をI巧を上がるまで予巧した時到を表示しすす。 
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